
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ２０１９．０１ 

 

新しい年を迎えました。新春と言いますから、暦の上では、春、なんで

すね。旧暦ですと、立春の頃ですから、梅の花も咲く時期ですね。 

春になると、いろいろな花が咲き始めます。不思議なもので、ちゃんと

その時期が来ると同じ種類の花は一斉に咲き始めます。何がその花を咲か

せているのか…、そのはたらきを「春」というのでしょう。 

その新春 1月には、「成人の日」があります。大体は、20歳になる同学

年の人たちのために各地で「成人式」が催されます。 

「成人」とは、「人と成る」と書きます。法律的・社会的には、あまり難

しいことは言わず、ルールを設けて責任のとれる年齢を定めたのでしょう

が、「人と成る」ということには大切な意味があるように思います。 

仏教の究極の目標は、「成仏」ということです。「仏に成る」ということ

ですが、これは、「死」ではありません。真実に目覚め、本当の私を生きる

者と成るということなのです。本当の私を生きる者と成るということが、

「人に成る」ということなのです。ですから、20歳に限りません。 

仏の教えによって、本当に「人と成る」ことができる、私はそのように

いただいています。        真宗大谷派 光明寺住職 小林尚樹 
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